
 

 

 

「長時間労働の撲滅、ディーセント・ワークノ実現。今こそ底上げ、底支え、格

差是正の実現を」をスローガンに掲げ、第 88回秋田県中央メーデーが 4月 29 日、

秋田市八橋陸上競技場に雨天の中、労働組合員ら約 1600 人が集い労働者の祭典を祝

いました。秋田建労から 149 人が参加しました。 



 

 雨天にもかかわらず大勢の労働組合員・家族

が秋田市八橋陸上競技場に集まって来ました。 

 

 屋内走路には数多くの模擬店と、雨天で室内

開催となった超神ネイガーショーの開演を待ち

わびる子供たちとパパ・ママさんたちで、身動

きが取れないくらいの賑わいでした。 

 

ゴンボホリーの時給は 35 円で貯金が 35 億円

あるので低賃金でも生活できると、メーデーネ

タで大人たちの笑いを誘っていました。 

 

超神ネイガー登場に、子供たちは大興奮。

やはりヒーローはカッコイイ。 

 

ちなみに私はホジナシの大ファンです。 

 

超神ネイガーショーに石川ひとみ県会議員

も大喜びでした。 

 

 



 

当組合員も集まって来ました。 

 

 

雨で肌寒い中、メインスタンド大屋根下に

陣取り、式典開会を待っていました 

 

来賓の方々もスタンド下にスタンバイ。連

合秋田女性委員 秋田県東北電力総連 小

林みか子さんの司会で開会しました。 

 

実行委員長あいさつで連合秋田 黒崎保樹

会長は 2017 春季生活闘争に触れ、「連合は『底

上げ・底支え』『格差是正』をスローガンに、

三年間続けてきた月例賃金にこだわった取り

組みをしてきたが、非常に厳しい状況が続い

ている。一歩でも前進するよう支援活動を続

けたい」と話し、働き方改革について「連合

は統一労働統一賃金、長時間労働の是正、法

制化に取り組んできた。罰則付き時間外労働

の上限規制が政府の働き方改革の実行計画に

法定化される見通しとなった。県内の企業も

ワークルールの中で働くことが企業の常識と

なり、企業の常識が経済・産業の向上、企業



の活性化につながっていく。連合として秋田

県が安心して暮らせる県になるよう今後も推

進したい」と決意を述べた。 

 

来賓の佐竹敬久知事は、「本県最大の課題で

ある人口減少問題を克服するため、若者の定

着、都市部からの若者の回帰、労働環境の改

善がカギになる。労働者、使用者、行政が入

って業種ごと具体的な方策をしっかり進め働

きやすい、働く人が喜びを感じる秋田県をつ

くりたい」と環境改善を強調した。 

 

 

 

続いて穂積志秋田市長は、「産業均衡の雇用の

創出、労働条件の改善を果たし、私たちが夢を

持ってこの秋田で生活できるよう、子供たちの

夢を育てる生活環境を作れるよう頑張ります」

と述べた。 

 



 

秋田県商工会議所連合会会頭 三浦廣巳会

頭は「秋田は今だ厳しい環境の中にいる。働

き方の改革と魅力のある企業づくりには、働

く皆さまの力なしには実現できません。働く

人と経営者としっかりタックを組んで共に頑

張りましょう」と話しました。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

式典に参加された来賓の皆さまです。 

 

罰則付きの残業時間の上限規制導入に向け、取り

組みを強化するとした、長時間労働に関する特別決

議を採択しました。 

 

東日本大震災や熊本地震の被災地支援、長

時間労働の是正、同一労働同一賃金の法制化

実現に取り組むとしたメーデー宣言を採択し

ました。 

 



最後に参加者全員で「団結ガンバロー」を三

唱し気勢を上げました。、式典終了後に予定を

していた行進は雨天中止となり閉会となりま

した。 

 

 

佐々木組合長は「長時間労働を是正し『8 時

間の労働、8時間の睡眠、8時間の余暇』働く者

の命と健康を守り、仕事と生活の両立を保証す

る取り組みを訴えていかなければいけない」と

挨拶し乾杯をしました。 

 

 

 

 練習？回。全員で乾杯！！ 

以下、メーデーに参加した皆さんです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

照井書記長の一丁締めで閉会となりました。 


